
 

 

 

群馬県踏切道改良協議会合同会議 

 

日時：令和６年４月１７日（水）１６：００～１７：００ 

場所： WEB開催 

 

議 事 次 第 

 

１．開会   

   

２．議事  

（１）上信電鉄で発生した踏切障害事故（令和６年４月６日発生）について 

・事故概要の共有 

 

（２）関東運輸局からの情報提供 

    •踏切道に関する補助メニュー 

    •第 4種踏切道事故事例 等 

 

（３）その他 

 

３．閉会  

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

 国土交通省 関東運輸局 

鉄道部 計画課 

 TEL ： 045-211-7243 
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〇添付資料  

 

資料 1 上信電鉄 上信線 踏切障害事故（第４種踏切道）概要 

 

資料２ 関東運輸局からの情報提供 

2



上信電鉄 上信線 踏切障害事故（第４種踏切道）
令和6年4月8日14時00分時点

１．事 業 者 上信電鉄株式会社

２．事故等種類 踏切障害事故

３．発 生 日 時 令和6年4月6日(土) 8時53分頃 天候：曇

４．場 所 上信線 馬庭駅～西山名駅間 天水踏切道（第４種）

５．死 傷 者 死亡１名（公衆、小学校４年生（９才）、女児 ）

６．原 因

運輸安全委員会が調査中

７．概 要 [上信電鉄からの報告による]

第１８列車（下仁田駅発 高崎駅行）の運転士は、当該踏切道内に

進行方向左側から進入した公衆を認め、非常停止手配を執ったが衝

突した。

その後、公衆の死亡が確認された。

８．国土交通省の対応

・4月7日から運輸安全委員会が調査官２名による現地調査を実施

・関東運輸局は職員を運輸安全委員会の事故調査支援のため２名現

地に派遣

９．付 記

・当該踏切道は、第４種踏切道（踏切遮断機及び踏切警報機なし）。

・当該踏切道の道路管理者は高崎市である。

・当該列車の乗客・乗務員に死傷者なし

まにわ にしやまな てんすい

現場位置図

高崎駅

馬庭駅

上信線

東京駅

高崎駅

西山名駅

東北新幹線

上越・北陸新幹線

現場写真

公衆

事故発生場所

資料1
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

関東運輸局からの情報提供

令和6年4月17日
関東運輸局鉄道部計画課

資料2
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鉄道施設総合安全対策事業（①踏切保安設備整備事業）

１．目的・事業概要

踏切道改良促進法に基づき、遮断機や警報機等の踏切保安設備の整備を推進し、踏切道における事故防止と
交通の円滑化を図る。

踏切道改良促進法に基づき指定された踏切を対象に、遮断機・警報機、高齢者等の歩行者の踏切事故防止に
資する設備及び災害時の稼働状況等の把握に資する設備等の整備を支援。

２．制度の内容

【事業概要】

【目的】

○補助対象事業者：

（Ａ）地方公共団体以外の鉄道事業者

・鉄道事業（軌道業を含む）において、 ・全事業において、
以下のいずれかの要件に該当 以下のいずれかの要件に該当

（B）地方公共団体である鉄道事業者
・鉄道事業が赤字

○補助対象事業 ：

（ⅰ）改良すべき踏切道の改良を （ⅱ）災害時の管理の方法を定めるべき
実施する鉄道事業者 踏切道の管理を実施する鉄道事業者

（令和３年度拡充）

○補助率 ：１／２（黒字の事業者は１／３）
（地方公共団体は１／３以内）

かつ
・赤字
・営業利益率が少ない
（事業用固定資産営業利益率７％以下）

・赤字
・営業利益率が少ない
（事業用固定資産営業利益率１０％以下）

第４種踏切
（遮断機、警報機なし）

第１種踏切
（遮断機、警報機あり）

遮断機、警報機の設置

非常押しボタン

全方位警報機

歩行者等を検知しやすい
障害物検知装置

【踏切保安設備の整備例】

踏切監視用カメラ
遮断機、警報器、警報時間制御装置、
障害物検知装置（高規格化を含む）、
非常押しボタン、全方位警報器 等

踏切監視用カメラ5



軌道改良 法面固定 ＡＴＳの整備

安全な鉄道輸送を確保するために地域鉄道事業者が行う安全性の向上に資する設備の更新を支援

１．補助対象事業者 鉄軌道事業者

２．補助率 国 ： １／３以内または１／２以内（※１）

３．補助対象設備 レール、マクラギ、落石等防止設備、

ＡＴＳ、列車無線設備、防風設備、

踏切保安設備（※２） 等

※１ 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」

に基づく鉄道事業再構築事業を実施する事業のうち

財政状況（財政力指数要件）の厳しい地方公共団体

が支援する費用相当分について、補助率 １／２ 等

鉄道施設総合安全対策事業（②鉄道軌道安全輸送設備等整備事業）

遮断機・警報機の整備

※２ 踏切保安設備の新設については、踏切道改良促

進法第２条で定義されていない踏切道(道路法による

道路以外の道路上にある踏切道)が対象。
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運輸安全委員会における調査状況① （第3種・第4種踏切道における死亡事故）

運輸安全委員会において調査の対象となった踏切障害事故（※） ※令和4年４月以降に発生した事故の鉄道事故調査報告書（公表済み）を抜粋して作成
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運輸安全委員会における調査状況② （第3種・第4種踏切道における死亡事故）

運輸安全委員会から示された「再発防止のために望まれる事項」（※） ※鉄道事故調査報告書（直近に公表済み）を抜粋して作成

◎ＪＲ九州 唐津線 踏切障害事故（R5.7.2発生）の例

５ 再発防止のために望まれる事項

踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道は、廃止するのが望ましく、廃止できない場合には第１種化すべきもので
ある。
また、廃止又は第１種踏切道への改良が実施されるまでの間は、交通規制の強化や注意喚起の看板の設置等、第４種踏切道に対する各

種の安全対策を推進することが望ましい。
さらに、踏切を横断する際に踏切手前で一時停止し、確実に安全確認が行われるよう、同社、同市及び同署は、踏切通行者に対して安

全意識の向上に向けた取組を行うことが望ましい。

◎WILLER TRAINS 宮津線 踏切障害事故（R5.4.10発生）の例

５ 再発防止のために望まれる事項

踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道は、安全性を向上させるために踏切道を廃止することが望ましく、廃止で

きない場合は踏切保安設備を整備（第１種踏切道へ格上げ）するべきである。本件踏切では平成１６年にも死亡事故が発生していること

、迂回路となり得る第１種踏切道があることから、鉄道事業者及び道路管理者は、安全性を向上させるために、本件踏切を廃止するべき

であり、廃止できない場合は第１種踏切道へ格上げするべきである。したがって、鉄道事業者及び道路管理者は、踏切利用者及び地域住

民等の理解や協力が得られるよう努め、早期に方針を定めて、具体的な安全対策を講じる必要がある。

また、具体的な安全対策が講じられるまでの間、鉄道事業者及び道路管理者は、本件踏切の利用者に対して、迂回路となり得る第１種

踏切道を積極的に利用するよう働きかけることや、注意喚起看板や停止線を設ける等の安全対策を推進することが望まれる。さらに、本

事故は、通行者が一時停止せず、安全確認を行っていなかった可能性が考えられることから、踏切を横断する際に確実に安全確認が行わ

れるよう、鉄道事業者及び道路管理者は、踏切通行者に対して安全意識の向上に向けた取組を行うことが望ましい。
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運輸安全委員会のホームページには、紹介すべき事故事例や各種統計に基づく分析などの内
容を充実させることで、事故の再発防止・啓発に向け、皆様のお役に立てていただけるように、

「運輸安全委員会ダイジェスト」などの参考情報が掲載されています。

第３種踏切道及び第４種踏切道における事故に関する事項については、以下の資料も

ご参照ください。

(1) 運輸安全委員会ダイジェスト第３１号（平成３１年２月）鉄道事故分析集
「遮断機のない踏切は危険 廃止や遮断機・警報機の整備など、早急な対策が必要」

(https://www.mlit.go.jp/jtsb/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/jtsbdigests_No31.html)

(2) 運輸安全委員会ダイジェスト第４３号（令和５年９月）鉄道事故分析集
「地域鉄道における事故防止対策」（列車脱線事故の内容も含まれています）

(https://www.mlit.go.jp/jtsb/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/jtsbdigests_No43.html)

(3) 運輸安全委員会ホームページ「踏切事故を起こさないために」
(https://www.mlit.go.jp/jtsb/guide/fumikiri.html)

参考情報（安全へのツール）

運輸安全委員会の参考情報①
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運輸安全委員会の参考情報②
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